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早年に因める龍の字
後　藤　朝　太　郎
　三干年，五千年と云ふ昔のことは，何だつてよくは判らぬ．埃及や，アッシ
リヤ，バビロン，乃至はスメルやア。カドの刻丈からする訴訟の文化は，大分
判ったと云はれてるる．叉その時代に相當する支那の文化も，四書五経を信ず
る學者から見れば，これまた明になってみる如く考へられてるる．けれどもド
グマは暫く避けて，冷静に考へて來るときは，その八時出來た鐘鼎弊器の古銅
器プn　；・ズ類には，最近支那よりも日本で，兵庫縣住吉の住友男爵家から立派
な泉査定賞の績篇の公にされてみるものがあるが，かう云った金石文字によっ
て，當時の文化を楷書などに醗課することをせす，もとのまNで調べることが
出直れば，それで何よりたしかな結果が得られるわけである．本當に3000年前
のテキストを眼前におき，手で三ってしらべられると云ふのであるから，とれ
ほど確かなことはない．但し偏物や眉唾ものは別として老へなくてはならぬこ
とは云ふ迄もなV・．
　それからr・」　一’つは，輻甲文字と云って河南省の彰徳方面から，あの通りたく
さん出てみた竈卜用の殖甲噺片であるが，之に：は3000年以上，もっと古V・時代
の文字と思はるL繍文字そっくりのものが歎多見出され，そしてそれが大半今
日では金石文字と比較研究をやったので，いくらでも高めるやうになり，牽い
ては支那の有史以前の古代文化の一斑を推することも出來るやうになった．實
に有りがたい材料が出たものである．股の時代の都の櫨と云ふから，それであ
る．としておいて差支ないが，ともかくもすべて元始形式の文字のみである‘象
にしても，虎にして庵，家屋にしても，食器にしても，蜜際緬そのまNのもの
である．かNる材料を取扱ってみると，浮世離れのした心持ちになる．古代の
ことを研究するのに，1500年も2000年もの後の字形で推して行くやうなことを
するぐらゐ危ぶない～二とはないと云ふことも判って來る．のみならす，第一後
世の字形ではさつばり物が判りもせす，見張もつかぬのである．
　速い話が本年の官立の辰の字に就いて考へて見ても，どう云ふわけで此の辰
の字がかしる構造組織を取るに至ったのであるか．もとは何の形に始まって出
來たものであるか．そtらは少しも楷書では判らぬ．籔隷楷行草何れにしても
よく判らぬ．ところが，そこになると例の轟甲文字に遡る．すると，どうやら，
それが初め動物から出てみた所まではわかる．と云ふのは，その初めの形は（1）
のやうに書かれてみる．
　これがいかなる動物であるか判らぬが，他の多くの文字から推して考へると
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動物たること丈は明である．一もし之を“曉天に警手で捕へる”との意味に出來
てるる下下を捜してると，それはE口ち農の字で，こは臼（一手）と辰とから成立
ってるるのである．つまりその元始形式の本來のところは（2）の通りである．?
（1）辰の字の最古の形 （2）浸の字の古形
　論文には辰は“農の時なり”とあるが，早朝この動物を捕へるとか，せわを
するとか，兎も角之に關係のあることをすることから農と云ふ宇が出來たもの
らしい．しかし之に田強の田（政）の字を加へて，田と南手と辰とで以って農の
字の古形をなしてみるに思ひ比べて見るときは，矢張りこの狩猟そのものを此
の農の字で表現してみるやうにも考へられる．果して挙りとせぱ・今日の農の
字の如きも，そのもとは矢張り動物を狩りするとの義から出來てるたのが抑も
本來の構造であったのを，後に改めて耕農の方の意味に攣へたものと見られ
る．元來ならば動物に因んで出方てるる字であ筍から・こは狩の方に用ふべき
ものであるに，いつしか，アグリカルチユ1アの方の意義になってしまった．
これは一般砒會が憂って行くのだから訴へて行く庭もない。丁度かねて視を納
むる時代になって來てるる今日・矢張り昔，禾稻を納めてみた時代の文字の通
りに・租の字や税の字などを用ひ・叉貝そのものは之をみつぎとして納める場
合に用ひられてるなくっても・矢張り貢ぎには貢の字を用ひてみる．この租だ
の税だの貢だのと云ふのも・異字上から理窟を云へば，随分平なものと云へる．
　もっと攣なのを求め出して見るとすると，先づ第一・に花嫁花婿の婿の字を學
げねばならぬ．婿は女に非す・男子である．男子であるに女扁を取るtとにな
ってみる．これと云ふのも元來は士（サムラヒ）と晋の二字の合膝であったので
あるが，いつしか花嫁の嫁に引かされ，男の士が女性化してしまったのであ
る．實に女装した男みたやうなわけであるが，これも致：方がない．肚會の：方に
かやうに縫化させる丈の力を有ってみるが爲め，個入としてよし頑張って見て
も仕方がないのである．
　さて辰に因みて今龍の方の字形に就いて見るに，こは元三辰に關係があるか
と云ふと殆どない．全くない．龍は龍である．龍の本膿がいかなるものである
か，本丁のと～二ろは判らぬのである．けれども，もとはこれ亦動物らしく考へ
らるれのである．南支の廣東方面にみる蛇の一男の天龍と云ふものが即ちこの
龍のもとをなしてみるやうに思はれる．實物の生ぎたものを現場に行って見る
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と，その胴艦の形と云ひ，又その動く’様子と云ひ，丸で蛇である．た穿四肢を有
ってみて昔の盤に見る龍と少しも攣らぬ形をし，蛇にして足があるのである．
蛇足と云ふと飴計なものと云ふ意味に考へられてるるが，事實なくてもよい足
だと思はれる位，細いかよわV・形をしてみる．つまり蜥’蝪と蛇との中間をなす
ものとしてのカテゴリを立てておけばよろしからう．それにしてもその龍と云
へる．文字そのものは，どうしてかNるむつかしい形を取ってみるのであるか．
その龍の宇の元始形式と廣東との間には二つきりした脈絡があるとは思はれな
い．しからぼ龍の字の古形はどうかと云ふと，太古の形は河南出土の迎甲文や
古銅器の吉金：文豪に軍簡なものである．糧甲文の上では特にこの龍の字は度々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1出て來るのである．即ち，
　　　　（3）亀甲丈に見えた龍の字の元始形　　　　　（4）襲の家の元始形
　多くはかうして口を開いてみる形に見えるのであるが，時には口を開かない
のもある，龍の字を含む襲の字なども，股代の文字中にはよく見出すのである
　　　　　　が，その龍の字の形のところは同じことである．鐘鼎文の：方で之??
（5）古銅器
に見る龍の
字の元始形
を見ると，頭上には或るしるしを有し，首と胴艦は細長く出來て
るる．この黒占はいくつ集めて見ても，何れも同じことである．そ
して論文には之を轟類なりとなし，読明して曰く，「こは鱗轟之長
なり，能く幽に，能く明に，能く細に，能く互に，能く短に，能
く長に，春分にしで天に登り，秋分にして淵に潜む，云々」とあ
り，そして首上のしるしは童の字の省きであると云ってみるから
して，つまり龍の字の音符として，意味に關詮なく唯符牒として
ついたもの，そのlungとtungとは別晋にちがひはなV・が，その古語の方か
ら云ってlungも隆る，　tungも登る，と云ふ義になり，隆・登共によくその
龍と云へる動物の特性を示したものと見られる．それ故同一語として之を見て
よろしV・わけである．現に龍の字に於ける龍は，最も有力にそのtungの音た
ることを直明してみるのである．
　龍は支那古論の民俗の上に，又，歴史，文學の上に最も重きをなせる簸的動
物であるとせられてをる．こは籔鹿や示申羊以上に考へられてるるらしく，又周
易の易（トカゲ，蜥蜴）以上にも見られてるるやうである．之が圖案化せられ
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ては天子の十二章の一一・つに用ひられ，又歴朝常にその璽龍の出現を以って瑞祥
の極致とされてみるのを以て見ても，．その氣分はよく判るのである．本來の辰
年の辰は，之が動物であるにしても，そのえたいがよく知れぬ．がしかし龍の
方は比較的よく判って減たやうな氣持がするのである．尚これ以上少しく北支
那に逗留してみて，北京あたりの龍燈，その下龍に因んだ催しものに就いても，
出來るだけ注意を梯ひ，龍ゐ文化の支那民族の趣味嗜好と云った：方面のことを
面白くしらべて見たとい思ってみる．
　顧てみると今から24年前，民國5年（辰年）のことである．自分は早川加藤
恒忠翁と北京に暫く客となってみた．時宛も貢世凱が北京の室に龍の雲の現は
れ，叉湖北宜昌の峡中洞窟内に大きな龍骨の現ぼれたと云ふので大騒ぎとなっ
た．たしかに瑞群と云へば帥ち丁丁を得たわけである・裳大入はそこでi’憲の
年號に改めんとして之を假憎したり，同時に自ら皇帝たらんとしてすっかりお
目出度ぐなり，その準備にとて学位式を畢ぐる爲めの高御座だの，帥位の衣冠
束帯だのと云ふものを滞りなく萬端存へたのであったが，列國から承認を拒ん
で來たので，すっかり干てが外れ，オジャンになってしまったのもその時であ
った。そしてその年の五月であったか，六月であったか，孟夏の頃，焼判帝の
大喪と西太后の喪と，それにつづいて衰大入も他界してしまったと云ふ幕にな
ったのであった．又，民國17年の辰の年春王正月を北京で迎へると云ふに粘り，
こ」に門生に似合はしい龍のことを脚か述べ，併せて支那文化の研究に興味を
持たらし，各労面の士君子にかくの如き超政治，’超財政，下野税問題と云った
下野なところに，無限の分野の残されてみることを注意したV・のである．北京
で久しぶり正月をし，龍の字考の持合せを述べて，中華民國並に日本その他諸
外野にゐらるN江湖の士への僻といたしたいのである．
來る十月16日は＄影月食
　上る十月16日は，皆既日食より半ケ月後に當り，月が地球の牛影月食となる．
今1940年のやうに，一回も月食らしい月食が無い年にも，“牛影月食Penumb．
ral　Lunar　Eclipse”は起るのである．（急報398號参照）　帥ち，四月22日と十
月16日とである．しかし，普通に肉眼で見ただけでは此の種の月食は全く見分
けが付かないので，二二は實二上ダメである．只，爲貫術を非常に巧みに使ひ
こなす人があれば，多少の牧獲は得られるだらう．
　　　　　　　　　　　　川崎博士夫人逝去
　水澤緯：度観測所技師川崎俊一一博士夫人は去る八月26日急病にて逝去．同28日
の葬儀には木村，山本爾博士，其の他多数参列した（急報439）
